
２０２１／０２／０６ （土）事故防止資料 タイツウ運輸 代表取締役 植田伸一

運送業の労災、とにかく多い、「転落・挟まれ」

運転手 積み降し作業時、荷台から転落事故多発

○ 鋼材、資材の積み降し作業中の、手・指・足のはさまれ事故に注意しましょう
○ ハウス、トイレの積み降し作業時の、脚立・屋根からの転落に注意しましょう
○ 敷き鉄板の積み降し作業時、ユニック作業に注意しましょう
○ 「吊り下」には 、絶対、絶対･････入らないこと 『逃げ場』の確保
○ ワイヤー、フック、シャックルの安全点検

◇見直そう 「慣れ」の作業◇

※※ 安全に対する心掛け ※※
○ 安全確認は確実に
○ 車間距離は広く
○ 後方の確認回数を増やす

※※ ドライバーの皆さんへ ※※
● スピードダウン

薄暮時や夜間で、降雪や吹雪等の場合は、前方の視界が確保しづらく、
前照灯も下向きの場合が多いので、横断者が見えづらい、気づきづらい事を認識し、
いつもより、スピードを落として運転する必要があります。

● 周囲の安全確認
通り慣れた区間や交通閑散な場所であっても、気を緩めることなく、
また、遠方の光等に気を取られ注意散漫になることなく、
昼同様周囲の安全確認をしっかりする必要があります。

● 常に危険予知を心がける
歩行者が、横断歩道外や雪山の陰、道路の右から横断して来る場合もあるかもしれないと認識して、
その方向の注意も怠らないようにすることが必要です。

信号のない横断歩道 73歳女性はねられ死亡
軽トラックを運転していた78歳男性を逮捕

「横断歩道を人が渡り始めたことに気づいたのですが、止まりきれずはねてしまった」
◇「横断歩道」、渡って来る人がいるかもしれない◇

２０２１／２／１（月） ２０：０２
１日午前１０時ごろ、広島県の国道で信号機のない横断歩道を歩いて渡っていた女性（７３）が軽トラックにはね

られ死亡が確認されました。警察は軽トラックを運転していた男性容疑者（７８）を現行犯逮捕しました。調べに
対し「横断歩道を人が渡り始めたことに気づいたのですが止まりきれずはねてしまった」と話しています。

早朝6時 乗用車が路肩に停車中の軽乗用車に追突
弾みで中央分離帯に乗り上げる 2人ケガ 現場にブレーキ痕なし…

◇目がかゆいは眠気のサイン 運転時の休憩は２時間ごとに◇
◇2時間走行、15分休憩 守ろう 自分の命、他人の命◇

２０２１／０２／０１ １１：１８
１日午前６時半ごろ、愛知県で、乗用車が路肩に停車していた軽乗用車に追突したうえ、はずみで中央分離帯に

乗り上げました。この事故で軽乗用車に乗っていた７０代の男性と乗用車を運転していた２０代の男性が病院に搬送
されましたが、いずれも軽傷ということです。調べによりますとブレーキ痕はないということで、警察が事故の
原因を詳しく調べています。

『エラーの警告』 点検用小窓に挟まれ
1人で確認に行った男性作業員、窒息死

２０２１／０２／０１ ２３：１２
１日午後３時ごろ、静岡県の工場で、製造ラインの点検用の小窓に、男性作業員（４８）が挟まっているのを同僚

が見つけ消防に通報。男性は病院に搬送されましたが、間もなく死亡が確認されました。胸を強く圧迫されたこ
とによる、窒息死だということです。警察によりますと、製造ラインからエラーの警告が出たことから、男性が
一人で確認に行ったということです。点検用の小窓は金属製の板が自動で開閉する仕組みだという。

酒気帯び運転の疑いで男逮捕
追突事故起こし発覚

◇飲酒運転 こんなことで、自分の人生を「棒に振ってよいのか」◇
２０２１／２／１（月） １２：１４

３１日午後３時１５分ごろ、千葉県の国道で酒気帯び状態で乗用車を運転した疑いで会社員の男（６６）を現行犯逮
捕した。別の乗用車と追突事故を起こし、通報を受け駆けつけた警察官により逮捕された。容疑を認めている。


